
令和６年度　中学校数学　対策のヒント一覧表 https://www.kyoinouen.tym.ed.jp/1708-2

啓林館 ２年 4月 式の計算［文字式の利用］

数研出版 ２年 4月 式の計算［文字式の利用］

東京書籍 ２年 5月 式の計算［文字式の利用］

日本文教 ２年 5月 式の計算［文字式の活用］

啓林館 ２年 4月 式の計算［文字式の利用］

数研出版 ２年 4月 式の計算［文字式の利用］

東京書籍 ２年 5月 式の計算［文字式の利用］

日本文教 ２年 5月 式の計算［文字式の活用］

啓林館 ２年 2月 箱ひげ図とデータの活用［箱ひげ図］

数研出版 ２年 2月 データの活用［データの散らばり］

東京書籍 ２年 2月 データの比較［四分位範囲と箱ひげ図］

日本文教 ２年 2月 データの分布と確率［データの分布の比較］

啓林館 ２年 9月 一次関数［一次関数の利用］

数研出版 ２年 9月 １次関数［１次関数の利用］

東京書籍 ２年 9月 １次関数［１次関数の利用］

日本文教 ２年 9月 １次関数［１次関数の活用］

啓林館 ２年 10月 図形の調べ方［証明］

数研出版 ２年 11月 図形の性質と合同［証明］

東京書籍 ２年 10月 平行と合同［合同な図形］

日本文教 ２年 11月 図形の性質と合同［三角形の合同と証明］

啓林館 ２年 10月 図形の調べ方［証明］

数研出版 ２年 11月 図形の性質と合同［証明］

東京書籍 ２年 10月 平行と合同［合同な図形］

日本文教 ２年 11月 図形の性質と合同［三角形の合同と証明］

関連する主な単元問題番号 問題の概要 課題のある内容 学習指導要領の内容 対策例の概要（報告書より） 関連する問題 教科書

6(3)

正四面体の各頂点に○を、各辺
に□をかいた図において、○に
入れた整数の和と□に入る整数
の和について予想できることを
説明する。

統合的・発展的に考え、成
り立つ事柄を見いだし、数
学的な表現を用いて説明す
る。

数と式

問題の条件を変えて考え、成り立つ事柄を見いだし
数学的に表現できるようにする
問題の条件を変えて見いだした事柄について、数学

的に表現できるように指導することが大切である。

1
ｎを整数とするとき、連続する
二つの偶数を、それぞれｎを用
いた式で表す。

連続する二つの偶数を、文
字を用いた式で表す。

数と式

数量及び数量の関係を文字を用いた式で表すことが
できるようにする
数量及び数量の関係を捉え説明する場面において、

事象における数量や数量の関係を文字を用いた式で表
すことができるように指導することが大切である。

文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明し
たり、得られた結果やその過程から新たな関係を見い
だしたりすることができるようにする
文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明し

たり、得られた結果やその過程から新たな関係を見い
だしたりすることができるように指導することが大切
である。

8(2)

18Ｌの灯油を使い切るまでの
「強」の場合と「弱」の場合の
ストーブの使用時間の違いがお
よそ何時間になるかを求める方
法を、式やグラフを用いて説明
する。

事象を数学的に解釈し、問
題解決の方法を数学的に説
明する。

関数

問題解決のために数学を活用する方法を考え、説明
できるようにする
様々な問題を数学を用いて解決できるようにするた

めに、問題解決の構想を立てたり、問題解決の過程や
結果を振り返ったりする活動を取り入れることが大切
である。その際、数学を活用する方法を説明できるよ
うに指導することが大切である。

7(2)

車型ロボットについて「速さが
段階１から段階５まで、だんだ
ん速くなるにつれて、10ｃｍの
位置から進んだ距離が長くなる
傾向にある」と主張することが
できる理由を、五つの箱ひげ図
を比較して説明する。

複数の集団のデータの分布
の傾向を比較して読み取
り、判断の理由を数学的な
表現を用いて説明する。

データの活用

データの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理
由を数学的な表現を用いて説明できるようにする
データの分布の傾向を読み取って判断し、その理由

を数学的な表現を用いて的確に説明できるように指導
することが大切である。

9(2)

点Ｃを線分ＡＢ上にとり、線分
ＡＢについて同じ側に正三角形
ＰＡＣとＱＣＢをつくるとき、
∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの大きさに
ついていえることの説明として
正しいものを選ぶ。

事象を角の大きさに着目し
て観察し、問題解決の過程
や結果を振り返り、新たな
性質を見いだす。

図形

事象を図形に着目して観察し、問題解決の過程や結
果を振り返り、新たな性質を見いだすことができるよ
うにする
条件を保ったまま動かした図形を観察し、辺や角に

ついて変わらない性質を見いだすことができるように
指導することが大切である。

9(1)

点Ｃを線分ＡＢ上にとり、線分
ＡＢについて同じ側に正三角形
ＰＡＣとＱＣＢをつくるとき、
ＡＱ＝ＰＢであることを、三角
形の合同を基にして証明する。

筋道を立てて考え、証明す
る。

図形

証明の方針を立て、それに基づいて証明できるよう
にする
事柄が成り立つことを証明できるようにするために

は、証明の方針を立て、それに基づいて仮定から結論
を導く推論の過程を数学的に表現できるように指導す
ることが大切である。

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html

［富山県教員応援サイト］
　・特徴的な問題 P12
　・課題のみられた問題

［国立教育政策研究所ＨＰ］
・R6報告書 P70～79

H29 B4(1)

［国立教育政策研究所ＨＰ］
　・R6報告書 P70～79
　・H29報告書 P134～139
　・H29アイディア例 P11～12

R2 6(2)
H30 B3(3)

［富山県教員応援サイト］
　・特徴的な問題 P11
　・課題のみられた問題

［国立教育政策研究所ＨＰ］
　・R6報告書 P57～69
　・R2調査問題活用の参考資料
　　　　　　　　　　　　　P10～15
　・H30報告書 P114～120

R5 7(2)

［富山県教員応援サイト］
　・特徴的な問題 P10
　・課題のみられた問題

［国立教育政策研究所ＨＰ］
　・R6報告書 P47～56
　・R5報告書 P45～52

［国立教育政策研究所ＨＰ］
　・R6報告書 P35～46

R2 2
H23 A2(2)

［国立教育政策研究所ＨＰ］
　・R6報告書 P19～21
　・R2調査問題活用の参考資料 P7～9

参考 学年 時期

令和６年度全国学力・学習状況調査の問題のうち、本県児童生徒に課題がみられた問題に関して、その概要及び

指導の参考となる資料や教科書の関連単元等をまとめました。各学校の実態に応じて活用してください。

（今年度版の教科書に対応しています。）

［富山県教員応援サイト］ ［国立教育政策研究所ＨＰ］
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